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令和3年度BIMモデル事業概要
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1 鳥取県が実施するPFI事業のうち、県内事業者である美保テクノス株式会社が
代表企業を務める初めてのケースであり、県内における
今後のPFI事業の試金石として注目されている事業

建物、用途：新築の公共建築物
延床面積：3,600㎡ 4階建て
構造種別：鉄骨造

予定：2022年4月着工、2023年9月竣工予定
検証を行なうプロセス：設計、施工、維持管理



プロジェクトの体制
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BIMユーザーNON-BIMユーザー

プロジェクト責任者
美保テクノス株式会社

意匠設計
株式会社桑本建築

設計事務所

構造設計
株式会社平設計

設備設計
有限会社亀山設計

施工担当
美保テクノス

建築部

BIM担当
美保テクノス
BIM戦略部

BIMコンサル
高取建築情報コンサル

ティング株式会社
応用技術株式会社

空調設計
ダイキンHVACソリュー
ション中四国株式会社

空調設計・維持管理
ダイキン工業株式会社

BIMマネージャー
美保テクノス
BIM戦略部

NON-BIMユーザーの設計図を基にBIM担当者がBIMモデルを作成、
BIMによって発生するメリットをプロジェクト全体で享受する。



取組み課題
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課題① NON-BIMユーザーとのBIMを活用した連携
NON-BIMユーザーもBIMのメリットを享受できる環境を作る。

課題② BIM規格による効率的なFULL-BIMの構築
先に解説したようなFULL-BIMによるメリットを
プロジェクトに関わったメンバー全員享受できる構築を行なう。

課題③ メーカー(ダイキン)とのBIM技術連携
ダイキン工業が公開しているDK-BIMを活用し、
BIM技術連携手法をメーカーと共に構築していく。

※現在、メインで取組みをしている課題



プロジェクトで取り組む検証項目と小項目
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検証①：フルBIMモデルによる生産性向上

検証②：建築生産フロー構築のためのコスト把握

検証③：維持管理モデル構築のためのコスト把握

クラウドBIMモデルによる効果検証・・・・①
クラッシュチェックによるフロントローディング・・・・②
施工BIMモデルへの変更、施工図の作成・・・・③
VRの活用による合意形成・・・・④
施工のためのフロントローディング・・・・⑤
フルBIMモデルの構築・・・・⑥
DK-BIMを活用した熱負荷計算、機器選定・・・・⑦
DK-BIMによる機器の自動配置・・・・⑧

フルBIMモデルの構築・・・・⑥

維持管理システムの検討・・・・⑨



小項目①：クラウドBIMモデルによる効果検証
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課題：最新版管理へと行きつくまでに理解と協力を得ることに時間が必要。

最新版の連絡ミスにより管理ができていない状態が続いた。
JW-CAD基準でDXFを作成しても、クラウド上で確認することができない。

今後の方策：クラウド管理の方が効率的であるということに対する理解の推進



小項目②：クラッシュチェックによるフロントローディング
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課題：膨大なクラッシュから問題のあるクラッシュを素早くピックアップするための
手法が必要となる。

今後の方策：クラッシュを効率よくピックアップするための手法構築



小項目③：施工BIMモデルへの変更、施工図の作成
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課題：最新版をクラウド管理できる前は、最新版の情報がどこにあるのかわからず、

BIMモデルの正誤判断ができなくなっていた。

今後の方策：設計図など情報の最新版管理方法の検証と実践



小項目④：VRの活用による合意形成
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課題：現在、取組み中のため次年度で詳細報告とする。



小項目⑤：施工のためのフロントローディング
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課題：施工側ではこのような検討を実施できない。

今後の方策：BIM推進部署以外のBIM理解度の向上と
BIM活用のアイデアの発想力向上



小項目⑥：フルBIMモデルの構築
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課題：設計図の最新版管理の不足による最新図面とBIMモデルの不整合。
詳細項目が未決定時点でのファミリの選定手法

今後の方策：設計図など情報の最新版管理の手法ならびに、
仕様未決定項目のモデリングルール策定



小項目⑦：DK-BIMを活用した熱負荷計算、機器選定
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課題：機器選定は、系統分類や負荷の分散など様々な知見が必要となるため
DK-BIM単体では不可能であった。機器選定を簡略化できないかの検討が必要。

今後の方策：メーカーとの協働による機器選定ノウハウのプログラムへの
落とし込みと開発、検証



小項目⑧：DK-BIMによる機器の自動配置
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課題： ２方向天カセなどで９０度回転した方がよい箇所はあった。
メーカーファミリを事前にインポートしていないとエラーが発生する。

今後の方策：メーカーとの協働によるファミリ管理システムの開発と検証



小項目⑨：維持管理システムの検討
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課題点：ダイキン工業のDK-Connectと点検システムを組み合わせることにより、
実用的な維持管理システムとすることができるのではないかと検討している。
現在システムの組合せが可能かどうか調整中。
実務を担当する人物を交えながら検討を進めていく。



検証結果①：フルBIMによる建築生産性向上
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実際の期間 想定期間

作業者A 作業者B 作業者C 作業者A 作業者B 作業者C
杭伏 2 0 0 5 0 0
基礎伏 12 0 0 14 0 0
基礎断面 2 0 0 5 0 0
平面詳細 20 0 0 25 0 0
天井伏 15 0 0 18 0 0
割付 2 0 0 5 0 0
JW変換 0 0 2 0 0 4
ﾓﾃﾞﾘﾝｸﾞ 10 35 2 12 40 5
MEPモデル 0 0 20 0 0 40
外部モデル 0 10 0 0 13 0
パース作成 0 5 1 0 10 0
合計日数 63 50 25 84 63 49
作業者3名合計 138 196
短縮時間 58 -29.6 (％)



検証結果①：フルBIMによる建築生産性向上
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未達となった要因

時間短縮への要因

1 . T-fasデータからRevitデータへの変換により、若干の
修正作業のみで1フロア分のMEPデータの作成が可能であった。

2．Boot.oneに追加された機能により、繰り返し作業などがスムーズに実施できた。
3．モデル内のタグ、ファミリを整理しBIM規格に合わせることにより、

連続して作業を進められるため効率がアップした

1 . MEPモデルの階層ごとの繋がり、各配管の高さ設定など、
設計図で設定されていない部分のモデリングで時間がかかった

2．設計図の変更に合わせてモデルを修正しているため、何回も
モデリングし直すことがあった

3．設計での詳細項目がない状態で設備のファミリを仮配置したものが
そのまま残っており、ファミリのチェックや修正で時間がかかった。



検証結果②：建築生産フロー構築のためのコスト把握
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前提条件 ・フルBIMモデルの構築である。
・Revitの操作方法については習熟済みである。
・意匠、構造、設計の３名モデリング担当者がいる。

使用ソフト一覧
ソフト名 使用目的

Revit BIMモデル作成

Navis Works データ統合、クラッシュチェック

BIM360 クラウドでのモデル管理、クラッシュチェック

Boot.one BIM規格のサポート、BIMモデル作成の補助

Lumion Prime 
Pro パース作成、ムービー作成

CADWell T-faｓ 設備モデルへの変換

EnScape VRへの書き出し



検証結果②：建築生産フロー構築のためのコスト把握
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パターンA パターンB パターンC

状況 設計事務所などで単独で行
なう場合

外部の設計事務所他と共同
で行なう場合
(外部のメンバーは自社で
BIM360のライセンス保持)

外部の設計事務所他と共同
で行なう場合
(外部のメンバーにもBIM360
のライセンス付与)

構成
例

Revit＋Boot.one ×３
NavisWorks ×１
CADWell T-fas ×1
Lumion ×１

BIM360 ×3
Revit＋Boot.one×３
CADWell T-fas ×1
Lumion ×１

BIM360 ×10
Revit＋Boot.one×３
CADWell T-fas ×1
Lumion ×１

構成
ソフト

Autodesk AECCollection ×３
Boot.one ×３
CADWell T-fas ×1
Lumion Prime Pro ×1

Autodesk AEC Collection ×３
BIM Collaborate Pro ×３
Boot.one ×３
CADWell T-fas ×1
Lumion Prime Pro ×1

Autodesk AEC Collection ×３
BIM Collaborate Pro ×３
Autodesk Docs ×７
Boot.one ×３
CADWell T-fas ×1
Lumion Prime Pro ×1

価格 ¥3,748,000- ¥4,223,200- ¥4,785,300-



検証結果②：建築生産フロー構築のためのコスト把握
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製品名 ELSA VELUGA A3000 G3-15
型番 ELVG315-i7A3K3212SWR

CPU

モデルナンバー インテル Core i7-11800H
動作クロック ベース2.3/ターボ4.6GHz
TDPCPU 45w
コア数 8コア/16スレッド

内蔵GPU 第 11 世代インテル® プロセッサー・ファミリー用インテル
UHDグラフィックス

チップセット インテル HM570

外部GPU

名称 NVIDIA RTX A3000 Laptop
メモリー容量 6GB GDDR6 
CUDAコア数 4096
Tensorコア数 128
RTコア数 32

システム
メモリー

タイプ DDR4-3200 SDRAM SO-DIMM
容量 32GB (16GB×2)

ノートPC スペック

ノートPC価格 ¥2,004,000-(3台分)



検証結果②：建築生産フロー構築のためのコスト把握
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パターンA パターンB パターンC
状況 設計事務所などで単独で行

なう場合
外部の設計事務所他と共同
で行なう場合
(外部のメンバーは自社で
BIM360のライセンス保持)

外部の設計事務所他と共同
で行なう場合
(外部のメンバーにもBIM360
のライセンス付与)

価格 ¥3,748,000- ¥4,223,200- ¥4,785,300-

総構
成費 ¥5,752,000- ¥6,227,200- ¥6,789,300-

1,000万円以下でフルBIMモデルを構築することは可能



中小事業者のBIM導入・活用ロードマップ

2022/7/7

20

設計 施工 維持管理BIM化

最善のワークフローでは無い！

設計 施工 維持管理

設計時点からBIMを活用することでメリットは最大！

BIM導入の支援を発注者サイドから
実施することが望ましい。



統括・今後の課題
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令和３年度の取組みとしては、設計・施工の部分を行なったので、
令和４年度は維持管理に注力していく。



Thank you for your attention
ご清聴ありがとうございました
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